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１ これまでの経緯と本協議会の趣旨について再確認をしました 

令和８年２月２５日（水）に榛原総合センターにおいて、第２回榛原地域小学校の統合

について協議する会を開催しました。 

前回の開催から３か月経ちましたので、この協議会の趣旨と、これまでの経緯について

事務局より再度説明をしました。 

第２回となる今回の協議は趣旨である「榛原地域の３つの小学校を１つに統合した後に

使用する学校をどこにするか」について具体的に協議をすることについての確認をしまし

た。 

なお、これまでの経緯につきましては、YouTube に動画を公開していますので、下記に

URL とＱＲコードを掲載しますので、是非ご覧ください。 

 

URL  https://youtu.be/1TLM4JtEwoU    ＱＲコード         

 

また、インターネット検索サイトにて、 

宇陀市自主放送・学校適正化と検索すると 

ＹｏｕＴｕｂｅのタイトルが出ますので、いずれかの方法でご覧ください。 

 

２ 質問について事務局より説明 

前回の会議で質問のあった「統合後のスクールバスの運行について」や「小中一貫教育」

について事務局より説明をしました。 

また、宇陀市学校適正化基本計画で、統合先を榛原小学校としていた根拠について委員

から教えてもらいたいとの問いがあり、事務局から「児童数の分布・推移」、「バス通学を

含めた通学区域について」、「施設設備について」等の説明をしました。 

その後、「榛原地域小学校の統合」についての協議をおこないました。 

 

３ 榛原地域小学校の統合について様々な意見がでました 

 委員から以下のように様々な意見がありました。 

 

児童の環境について 

・多くの子どもたちの中で学ぶ環境の方が子どもたちにとって良い 

・小さい学校で仲良し→中学校で規模が大きくなりとてもしんどかった 

榛原地域小学校の統合について協議する会だより

第 2回榛原地域小学校の 

統合について協議する会を開催 

 
 

 

https://youtu.be/1TLM4JtEwoU
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・統合により環境が変わり学校に行きにくい児童が増えないか心配 

・小学校６年間、中学校３年間の貴重な期間により良い教育環境を用意しなくては 

・学校区を決めないで、どこでも通えるようにしてほしい 

・各学校の特徴、雰囲気があるのでこのままでも良いのでは 

・全体で考えるのではなく、子ども一人ひとりのことを大事に考える 

 

校舎や通学について 

・長期的には校舎は新しく建てたほうが安くなる（長寿命化も高額な費用がかかる） 

 ４〜５０年先のことを考えないといけない 

・榛原小学校までスクールバスは入っていけるのか？ 

・榛原小学校までバスが入っていくことに地元の理解が得られないのでは？ 

・榛原小学校を使うとして、保護者の駐車場は確保できるのか？（運動会等） 

・統合後の学童保育はどうなるのか？ 

・もう少し資料がないとどこがいいとか決められない（事務局案を示してもらいたい） 

 

時期について 

・子どもたちにとっての１年はとても貴重な１年。早く方針を示して、子どもや保護者

の不安を取り除く必要がある 

・協議が延びると、児童への良い環境の整備も延びていく 

・もっと時間をかけて検討してはどうか？ 

・今日の時点で具体的に学校を決めるのは時期尚早ではないか？ 

 

４ 第３回に向けて 

統合についてとても多くの意見がでました。 

もっと時間をかけて検討しては？という意見もありましたが、子どもたちのために、早

く決めたほうが良いという意見もありました。 

第３回でも様々な意見が出ることが予想されますが、子どもたちにより良い教育環境を

整備し、健やかに成長できる未来を実現するために、今後も協議をしていかなくてはなり

ません。 

次回、第３回の協議する会は令和８年５月２９日(金)１９時から 

宇陀市役所大会議室にて行います。 

 

宇陀市ホームページに当日の資料等を掲載しています 

右のＱＲコードまたは「榛原地域小学校の統合」で検索してください。 

 

当日の会議の様子 
郵送の場 合 : 〒633-0292 奈良県宇陀市榛原下井足 17 番地の 3 

宇陀市教育委員会事務局 教育総務課 宛 

メールの場合 :  soumu‐tekisei@city.uda.lg.jp 

ご意見等に 

つきましては 

コチラ 


